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４枚のうち ３枚目 

質 問 項 目 質 問 要 旨 
答弁を 

求める者 

４ 人材マッチングサ

ービスの活用促進 

 

移住・定住にもつながりうる、こういったサービスについて、

町としてより多くの事業者に活用を広げるため、商工会など

と連携し、勉強会や説明会を実施してはどうか。 

 

町 長 

５ 公務員の兼業・副

業の弾力化につい

て 

 

令和７年３月定例会において、公務員の副業・兼業につい

て質問したが、その後の対応状況を伺う。また、令和７年６

月に総務省から「営利企業への従事等に係る任命権者の許可

等に関する留意事項について」として、技術的助言が発出さ

れている。本町では、この総務省通知をどのように受け止め

ているか。 

 

町 長 

６ 町職員の働き方と

キャリア形成につ

いて 

 

人手不足により、労働市場は売り手市場となり、事業者は

人を集めるため働きがいを高めている。また、労働者は自分

の価値を高めるためにキャリア形成に務めている。令和７年

３月定例会においても、「手挙げ制でプロジェクトに参画で

きるような体制を整えてはどうか」など提案を行ったが、そ

の後の対応状況を伺う。また、役場の目指す姿や働き方につ

いて、職員間で議論する機会を設けてはどうか。 

 

町 長 

７ 

 

 

町の広報戦略 

 

現在、町に体系的な広報戦略は存在しないと認識してい

る。町公式サイトの次期更新も見据え、誰に、どのような情

報を、どの媒体で届けるかを整理した広報戦略の策定に着手

すべきかと考えるが、町の見解を伺いたい。あわせて、一方

的な情報宣伝ではなく、パブリック・リレーションズ（相互

理解・合意形成に基づく信頼構築活動）の観点を取り入れる

べきだと考えるが、いかがか。 

 

町 長 

８ 町の「関わりしろ」

の可視化と受入体

制について 

 

町に関心を持った外部の個人や事業者に対し、町の課題や

資源といった「関わりしろ」を見えるようにし、関わり方の

メニューを提示する仕組みが必要と考える。ふるさと住民登

録制度や関係人口施策との連動も含め、町の考えを伺いた

い。 

 

町 長 

９ 

 

 

 

プレスリリースの

送付状況 

 

 

(1) 町では、昨年末よりオンラインでのプレスリリース配信

サービスを試験的に利用開始している。現在の利用プラ

ン、運用体制、これまでの反響（ページビュー、報道機

関による取材件数、問い合わせ件数の増減等）を伺う。 

町 長 

 

 

 



４枚のうち ４枚目 

質 問 項 目 質 問 要 旨 
答弁を 

求める者 

９ プレスリリースの

送付状況 

 

（2）町は通常のプレスリリースとして、岩手県内の主要な

報道機関への投げ込みを行っていると認識している。こ

れを秋田県の報道機関や、岩手県内のタウン情報誌等メ

ディア等にも拡大してもいいのではないか。 

 

 

町 長 

 


